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フロンティアリーダー養成アカデミー 

探究活動キャンプ 
ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）をキーワードに、全道の高校生

と地域の活性化について、探究しました。 

 私は今回の探究活動キャンプでＳＤＧｓの課題達成に向

けて、ジェンダー平等を実現しようという目標に目を向け、

調査しました。 

調査を進めるにあたって、その目標のなかでも、最終的に

は全ての目標が繋がる部分があるなと感じました。表現な

ど、自分たちが伝えたいことが発表できるようにしっかり仕

上げていきたいです。 

１年Ｃ組 林 陶子 

 「フロンティアリーダー養成アカデミー」とは、地域資源を活用した体験的な学習や「ＳＤＧｓ」の推進につ

ながる地域課題の解決にむけた実践的な学習を行う活動のことです。空知・日高管内の中・高等学校２１校が参

加し、オンライン上で交流を行いました。 

本校からは２年次生２名が参加し、浦河町の魅力や地域振興についての話し合いを行い、提案しました。 

 浦河町の魅力とこれから 身近な浦河で行ったことのある場

所や知っている場所でも見方によっ

て色々な考え方ができることを知っ

たので進路などでも見方を変えて新

しい発見を見逃さないようにしたい

です。    ２年Ｃ組 附田 颯汰  

アウトプットの方法は言葉だけで

はないということや、出た意見から次

にどう繋げていくかという事を学び

ました。今後はこれらを勉学の効率化

に繋げられるよう、自分なりに探求し

ていきます。２年Ｃ組 小田 柚々綺 

・豊かな自然を利用して、うらら湖が見渡せるようなものをつくる。 

・馬と桜ロードを複合して楽しめるようにする。 



「浦高だより」はカラー版で浦河高校ホームページからもご覧いただけます。（http://www.urakawa.hokkaido-c.ed.jp/） 

 

 企画・依頼・進行を私たちで出来たことにすごく達成感を

感じました。 

貧困地域のテレビなどでは放送されないようなリアルな

現状、現地に行ったことのある人しか知らない情報をたくさ

ん得ることができました。 

これを機に、貧困に対する関心や、何かアクションを起こ

してくれる人が少しでも増えてくれたらいいなと思います。      

               ２年Ａ組 早坂 玲優 

 ３年次「生涯スポーツ（保健体育科）」・「こころとからだの理解（福祉科）」、

２年次「子どもの発達と保育（家庭科）」３教科横断授業を実施しました。

「生涯スポーツ」を履修している生徒が様々な世代・状況を抱えた方に対

し、どのように工夫をすればみんなでスポーツを楽しめるのかを考え、実践

しました。 

生徒たちは小学生になりきりテニポン・ユニカールの各種目に取り組み、

モルックではアイマスクを着用し、手足が自由に動かせないように制限を

かけて、障がいを持った方の視点になって学びを深めました。 

 今回はＺＯＯＭ会議システムで、日高管内どさんこ子ども地区

会議を行いました。小学生から高校生までの会議で、いじめにつ

いて話し合いました。時間が無い中でしたが、皆の意見が聞けて

良かったです。自分の思っていたことと違って、色々な意見がで

てきていていじめに対する考えが深まりました。 

 行動宣言で、相談できる居場所をつくるということになったの

で、私たちも皆が楽しいと思える居場所を作っていきましょう。 

１年Ｂ組 髙澤 瑞貴 

教育・貧困に関する講話 

課題研究 
 ２年次課題研究Ｘ班が、全校生徒に貧困・教育の現状を知っても

らうことを目的として、生徒達自身が NGO FREE SCHOOL 代表 

寺本 真将 様を講師としてお招きし、この講話が実現しました。 

どさんこ子ども地区会議 

つながる学び 

 ２月３日、日高教育局主催の「どさんこ子ども地区会議」を

行いました。本校生徒会執行部が会議進行を担当し、複数の意

見を集約・統合しながら、管内共通の「いじめ防止行動宣言」

を打ち出し、管内の小・中・高等学校へ宣言しました。 

いじめ防止 行動宣言 

 

 

 

あいさつから始める居場所づくり 


